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ＪＲ仙石線・小鶴新田―東塩釜再開 多賀城駅の通勤風景戻る

東日本大震災で運転を見合わせていたＪＲ仙石線の小鶴新田―

東塩釜間が１９日再開し、あおば通―東塩釜間での運行を始め

た。沿線の多賀城駅や本塩釜駅も利用できるようになった。

仙台市内を除いて沿線で最も利用者が多い多賀城駅。早朝か

ら、定期券を払い戻したり、新たに購入したりする客が窓口に列を

つくった。

運行本数は暫定ダイヤで通常の８５％程度だが、多賀城市の会

社員佐藤真志さん（２９）は「昨日までは３０～４０分並んで仙台駅

までの臨時バスに乗っていたので、やっと楽になった。余震で再び運休にならないことを願う」と話す。同市

から通学する仙台白百合学園高２年の山王智世さん（１６）と板宮千尋さん（１６）も「きのうから学校が始ま

り、これまで通り一緒に通えるので良かった」と改札口をくぐった。

仙石線全線５０．２キロのうち、運転を再開したのは１７．２キロ。残る東塩釜―石巻間３３キロについては

レールなどの損傷が激しく「再開のめどは立っていない」（ＪＲ東日本仙台支社）という。
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